


1, 本 誌 は､物性 物 理 の研 究 を共 同 で促 進 す るため ､研 究者 が そ

の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあ い､ また､研 究 に関連 した

情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･

刊行 され ます｡ 掲 載 内容 は､研 究論 文 ､研 究 会 ･国際 会議 な ど

の報告 ､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いて の意 見 ､

情報 な どです｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 は行 な い

ませ ん｡ 但 し､編 集者 が本誌 に掲 載 す る こ とを著 し く不 適 当 と

認 め た もの につ いて は､改 訂 を求 め ､ また は掲 載 を拒 絶 す るこ

とが あ ります｡

3. 本詰 め掲 載論 文 を他 の学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは､著 者 の承

諾 を得 た上 で privatecommunication扱 い に して下 きい｡

投稿規定

1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため原稿 は極JJ簡 潔 にお書 き下 さ

い｡

2. 厚手高は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress､ Journalの投稿 規 定 に

に準 じ､ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とって下 さ

しヽ｡

上 ツ キ､下 ツ キは特 に紛 わ しい もの の み を手旨定 して下 さい｡

英字 の大 ､花文 字 ､ ギ リシャ の指 定 を忘 れ ない よ うに､O とa

と 0(ゼ ロ)､u とn と rr､C とe､1 (ェ ル )と 1(イチ )､X と×

(カ ケ ル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い.

4 . 数 式 は 3行 にわ たっ て大 き く書 いて下 きい｡

5. 1行 以 内 にお さ ま らな い可能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改行

の際 の切 れ 目 を赤 です旨定 して下 さい｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ んO - 頁以 内 に入 らない図 は原 則

と して著者 に返送 し､書 き改 め て い た だ きます｡

7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 は で きるだけ さけ る よ うに して下 さい｡

8. 別刷 が入用 な場 合 は､投稿 の際 に所要 部 数 を10部 単位 で 申込

んで下 きい｡ 別 紙代 は下 言己方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して い た だ

き ますo

(垂持券 に よ る受 付 は い た し ませ ん｡

p :物 研 出 来 上 り頁 数

Ⅹ :別 刷 所 要 部 数

a :別 刷 一 貫 の代 金 1円

b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円

別 刷 代 - (a p+b)Ⅹ +送 料

別刷 代 金,は別刷 を受 取 って か ら､ 1ケ月以 内 に納 め て下 さい｡

･凡}そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 され る こ とが あ ります

す か ら､御 注 意 下 き い｡

9. 原 稿 締 切 日 は毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 さ れ ます

ます ｡
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掲 示 板

･基研研究部員会議議題 募集

来 る 11月 6日 ,7日に基所 の研究部員会議が行なわれ る予定ですので ,読

題が ございました ら提案趣 旨とともに 10月 25日 (士 )必着で下記にお申 し

込み下 さい｡

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

研 究 部 員

塞 .研 短 期 研 究 会

｢励 起 子｣
ヽ

上記研究会は当初11月に予定しておりましたが,稜 の々事情で延勤 し ,莱

年1月後半5.日間にわたり,基新で鈍く予定となりました｡

内容としては

1. 非適期系の励起子

2..磁性体の励起子

5.生体の励起子

4.励起子不安定性

としておりましたが ,必らずLもこだわ ってお りません｡また ,理論に限定せ

ず ,理論的に発展の可能性ある実験の報告を歓迎することと致 しますので ,管

って応募いただきたいと思います｡

参加希望の方は 11月 20日までに ,基研共同利用事務室に麟連絡下さい.

その際 ,報告を希望される方は

1. 報告課題名

2. 簡単なアブス 十ラク ト
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掲 示 板

を含 めていただ くようお願い致 しますO 叉 ,宿舎を希望され 畠場合にはその膏

明記 していただきます ｡

参加者の選考は ,世話人に-任させていただきますことを御諒承下 さいG

世話人 長谷川

武 野

福 留

洋

三

雄

正

秀

東京大学教養学部物理学教室助手公募

下記に より助手を公募いたします O 適任者の推薦 ,希望者の応募 をお敵いし

ます ｡

1･ 分 野 と人 員

2･ 公 募 締 切

5･ 提 出 書 類

4. 着 任 時 期

5. あ て 先

物 性 理 論 の 助 手 1名

19 69年 10月末 日

履歴書 ,業鍵 リス ト 主賓論文の別刷 ,

推薦書 (他薦 の場合)

1970年 4月まで

菜京都 目黒区駒場 5- 8-1 (郵便番号 155)

東京大学教養学部物理学教室

金 沢 秀 夫

新潟大学理学部物理学教室数官公募のお知 らせ

当物聾学教室では ,拡充改組に伴い ,下記により教官U)公募をいた します O

適任者 の推薦 ,希望者の応募をお敵い致 します｡ '

1･ 公募人員お よび専門分野

(11 教授 (叉は助教授) 1名 ,物性実験 (当教室では現在金属お よび半導体
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掲 示 板

-の実験が行なわれています｡

(2) 教授叉は助教授 1名 ,理論 (専門を間わな.い｡)

2. 公募締切 昭和 44年 1･2月 20日

5. 就任時期

物 性実験の教授叉は助教授については 44年度内着任可能 ,理論の教授叉

は助教授については昭和 45年 4月 1日以降

4. 提出書鞍

伸 推薦の場合

推薦書 (健康に関する所見を含む).

履歴書 ,研究美顔 リス トお よび主要論文削刷

回 応募の場合

履歴書 ,業績 1)ス トお よび主要論文別刷 ,所属長叉は指導教官等の本人

についての意見書/,健康診断書

5. 宛 先

(郵便脊号 951)

新 潟 市 西 大 仰 町 5214

新 潟 大 学 啓 学 部 物 壌 学 教 室

野 本 森 万 ,

(電話 新潟 ｢0252｣25116161 内線 420)

(註) 適任者のない場合は決定を保留いた します｡

Journal of Statistical

Phys土cs 発 刊 ～

本年 9月から , れ Jo11rnal of Statistica.i Physics"が発刊されます .

Ed.itorからの知らせを次に要約 して紹介 します ｡

発行所 ､; Plenum Press,227West 17th Street,New York,

N_Y.10011.
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掲 示 板

Editor ; Howard モモeisLq,De壬)artment ofChemistry University

ofCali壬■ornia'LosAngeles,Calif.

Board_ofモ且itors ; B.J.Aid.er,､･T.Ba吏,

A.V.Balakrischnan,A.Bellemans,

E.R.Coher], J.S｡Dahler, R.P.Futrelle

H.Grad, J.lVi.Harr71rYTierSley, W.Hild_enbrandI

M.I,.=rltriligator, L_P.区ad-anoff

T.Kaila∴th, R.E.Kalma,n,

J.C.Reck, T.C.Koopmans

fi.Klコbo, S.Lifson, D_L.McFad且en

W .C.Meecham, E.W.Montroll,

R.Probstein, K.E.ShlJler,

F.H.Stillinger, G.Szego, D.terHad,r

K.Virld_, J.Wolfowitz, IJ.Zaaeh

J.It/.Zirrimerman, 冒.Reiss

内管 ; (1' Statistica.iMechanics(基礎的な実験 をふ くむ)

(2) Kinetic Theory

(31 Stochastics

(41 =nformationand_ Commlユnication Theory

(5) LifeProcesses

(6) MaJthematicalMethod_S

(7) MacJrOeCOnOmics

originalwork,review articles,news,book

reviewsS

投稿規定その他については近 く出る帝 1号 をごらん下さい｡

(東大 ･埋 久 保 売 五 )
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掲 示 板

東北大学理学部物理学第二学科教官公募

当教室にて下記 より教官 1.番公募いた しますので推薦方お願いいた します ｡

1. 公募人員 助肴 1各

2. 研究室及び研究内容

真木研究室 (教綬 真木和美)

多体問題 ,主として超伝導 ,S-d相互作用 ,

He丑,He4とHe51の混合状静等

5. 資 格

4. 着任時期

5. 挺出書萩

6. 挺出期板

7. 提 出 先

大学院博士課程卒業叉はそれ と同程度

昭和 45年 4月叉はそれ以後は埋来 るだけ早い時期

履歴書 ,写真 ,･研究業蔭及び指導教官の推薦書

昭和 44年 12月 5 1日

仙 台 市 片 平 丁 (撃 980)

東北大学理学部 ,物理学教室

平 原 栄 治
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人 の う こ き

立 木 昌 氏 - 1969年 7月 東北大学

金属材料研究所教授 として赴任された｡

樽 谷 忠 雄 氏 (束北大 ･理 )

7月始め.米国 =BM WatsonResearch Center に

出張 された｡

伊豆山 健 夫 氏 東大教養学部物理教室

下由へ 44年 9月から 1年間

C/; prof.Argyres

Physics Deft.

NOrtheasterrl Unlv.

BoSt､⊂-n Mass.

prof, J.H.Freed_ (Cornell, 磁気共鳴緩和の啓論 ,とくに

molecul gasorliq.uid_) 8月末来 日 , 寛大 ･理に半年間滞在 ｡
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プ レプ リン ト嚢内

〔東大 ･久保研〕

o 工)erivation o圭一theWalamann-STliaerTranSPOTtEqt]a･tion

forMoユec一ユIar d･aseS･

一(冒.C.AndierSen,I.Oppenheim)

oSpaceTime∋CorrelPtionsinExcha･ngeCc)upleLaPara･magnetS

a.ち Elevated-Temperetures

(fl_.A.Tahir-Kheユi and_ r , .a.lVCFad.aen)

･ phehomenoユOglCal Theory ofVelocityAutoCOrr∈lation

in Sim‡)le-iJ三q_uid_S

(A.A.I.早,出 r-KheliRna ner-Hsel血 Wu)

c Short王寺ange(7rd_er in I)isord.eredlBinaryAlloys

(fi.A.Ta.hir-Khel三)

c Ferromagrletism ofTransitionMetalAlloys

(L.J.Kin)

o Electron-Spin-and-Photon､F.C:YlロBeheLノViorillHigh Field_S

(I).GrischkoWSkya.nd_S.R.Ha.rtrr18′nn)

c Mod-el王妃nd-St111r:tureSin Won Liriear Of)tics

(K.C.Rustagi)

C Dynamical meory ofCrystal Lattices frorll.aR住crosco壬)lC

Sta,ndpoint

(A.氏.Rajagopal a′rld lv?.hT.Cohen)

cTheF･olもzmann-LangevinF;quati⊃n aノnd_iiryarod･ynarr:,ic

FlljCtu.ations

(M.Bixonand_A,.Zwanzig)

cNeutroTIDiffraction Det.ermination oftheAnti圭一erroma-

gnetic Structure of'KCujT5

(M.T.Hlユtchings,E.J.SamuelSen,G.Shiraneand.
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プVプ 7)y ト案内

K.Hiraka,wa)

cF.erroelectとicMod-eMotion in KD2PO4

(J.Skalyo,Jr.,B.C.Tracer,and_G.Shirane)

cAnomalousAcousticDispersion in Centr'osymr･etric●
CryStalswith Soft OpticPhononS

(J.D.Axe,J.Haraaa,and_G.Shirane)

O ]∋roken Symme七三､y Rna Decay ofOrd･er in Restrictea

DirrienSionality

(D.JaSnOW,M.E.Fisher)

o CorrelationsAlong a Line i.n trle Two Dimensional =sing

lMod.el (L.P.Kad_a,noff)

〔日大 ･理工〕

o Thresh01a Behavior of the SoftX-ray Spectra in Metals

(G.AuSman,Jr.an且 A.I.Glick)

0110ng･itlJdinalElectrical Cone-uctivity ofa fielativistic

Gasin IntenseMagneticFiela

(V.Canutoand_H.Y.Chiu)

cA Re-V'iew ofTht･,ories o土■Pulsars

(H.Y.Chiu)

cRa且iaptive Correction to theGround.-State Energy of an

Electron illan =ntenseMa.gnetic Field-

(苔.Jancovici)

oProofOf the F･Xistence o土●SpontaneousMa,gnetization

in th(∋AnisotropICHeisent)erg Ferroma･gnet

(J.Glni.わre)

cThe ClassicalLennara-Jones Solid above the Triple

･Point Tempera･ture

(Jean-PierreHansenl
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プ▼プ 7)ン ト案 内

o FigureEights On theSq_uare Lattice:Enumeration an且

Monte CarloEstimation

(S.G.Whittington･8･nd_J.P.ⅤaIleauト

c S.Vstems of Particleswith C旬ulomb Interaction

(a.F.Filippov)

c Deformation oftheMolecular Crystal atElerctronic

Excitation

(A.S.Davydov)

c calclllatior10f theSpecJ-Lra Of Stationary Turbu1∈きnCe

in Plと∋′sma

(E.P.Zhyakov,Ⅴ.G.Makha･nfkov,V.N.Tsytovich and

Che Ze Che)

c Ouuantum Correctionstothe Coexistence Curve OfNeon

Near the Triple Poirit

(Jean-Pierre Ha'nETen and,Jean-JacciueSWels)

〔東北大 ,工 ･応物 ,種〕

c Vorもex Motion in Supercond_uctors

(K.MakH

c HallEf壬■ect ipl工)irt.v Type ll Supercond-uetors

(K.Ma,ki)

c Cone.itions f'or苦ound.States in a,Su玉)erCOnd.uctorwitYi

a Magnetic=mpurity ll

H√.Fowle,I and.K.Maki)

o CriticalPhenomen∈∋:An 工ntJrOd:i).ction もoLiquid.-Gasand

Magnetic Phase TraJrlSition

(耳.Stanley1

0 Broken Symrrletry and-Decay ofOrder in Restricted_

LimensionalilIy

(I)avid Jasnow and.Micha.el E.Fisher)
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プV プ ljシ.ト案内t

c Ornstein-Zernike.Rela.tion for a Fluid_Mixturewith

Direct CorrelationFunctionsofFiniteRange

(KazuohTiroike)

c Low TemperatureCritical君1ⅩponentSfromHi担lTempera･ture

Series:The =sing Mod.el

(David_S.GauntRna GeorgeA.f3aker, Jr.,)

c Ona New Decou‡)ling Scherne for theコ王etard.ed.Green

Function and.itsApplica,tion totheHeisent億rg Ferrorn-

agnetS

(▲ToshihiroStlimizu)

C 亘でtud_e a Iun Mod,C-1ea unoDimension pourun Systeme ae

F亡きrmicris en =ntera.ction

(M.GaJuairl)

〔東北大 ,エ ･応挙 ,広地 ,守 田〕

c quantunlCorrectionstotYT_e CoexistenceCurve ofNeon

Near the TrilOlePoint

(Jean-PierreHansen と,na Jean-Jac°_uesWeis)

o Localized_Correlation iriNarr()w Cone_uction Band_8- I

(JoeユA.Ap壬)e11⊃aum a･nd,工avid_R.Penn)

c The Heat Capacity a′t CoriStantPressure･Near the

superfluid-Transition in He4`

(Gu.enterAhlerS)
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第 12回国際低翠物賛学会議 (Lr12)

よりのお知らせ

この会議の概要 については既 に物 理学会誌 その他に発表 してあ りますが ,関

心を持 ってお られ る方への連絡 をかね最近の準備状況をお報 らせします｡

1. 参加希望の方へ

(1) F･irstNotice

既に発送を終了 しましたが .,必要な方は至急下記あて申込んで下さい ｡

東京都港区六本木 7- 22-1
＼

寛大物性研究所 菅 原 研 究 室

これには会議の具体的計画をたてるために必要な予備登録 カー ドが添付 さ

･れていますが ,11月 15日までに必ず返送 して下さい｡

(21 Second_Notice

会議の計画の詳細 ,論文募集要項な どを掲載 します ｡ 必要な方は上記 宛

11月 15日までにお申込み下さい｡予備登録 をされた方は申込済み と し

ます o 論文募集なぞ の事項は次の通 りとなる予定です ｡

論文申込み締切 り (アブス トラク ト添付) 1970年 4月 1日

論文採 否決定 1970年 4月 10日

参加申込締切 1970年 4月 50日

登録料 (プ＼ロ㌣-デ インダスなど別) 5 000円

(3) 宿舎について

他の国際会議や万国博の関係で会議期間中の 日本人の宿舎はかな り不 足

することが予想 されています｡参加希望の方は早 目に手配され ることをお

薦めします｡当方 としてはお世話 しないことを原則 とする予定です ｡

2. 会議の計画の概要

(1) 時

(2) 会

(3) 主

共

期 1970年 9月 4日～10日

場 京都市京都会館 (京都市左京区岡崎最勝寺町)

催 日本学術会議

催 国際純粋応用物理.学連合 (工UPAP)

日本物理学会
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第12回国際低温物理学会義 (LT12)よりのお知 らせ

(4) 主 題 (al. 液､体 ･固体- リウム ,量子流体

(5ト 参加予定人員

(6) 論 文 数

(7) 組織委員会

個 超伝導体への物理学の応用

(cl 金属内電子現象

(dj 低温磁性 (磁気国際会議 と調整を行な う)

(el その他

上記以外の分野も含め,新しい問題の開拓に力点をおきますム

85 0名 (国内 ,国外 を含 め)

25 0- 5 0 0 (1越 15分)

委

総

菜

員 長 神 田

務 幹 事 菅 原

都 担 当 愚

プログラム担当 中

会 計 担 当 田

英

秀

貞

静

木

嶋

沼

蔵

忠

夫

雄

一

出 版 担 当 佐々木 亘

事 務 局 日本学術会議事務局 内

(東京都台東区上野公園内)

5. 触連す る国際的会合

この会議 と独立ですが艶連 のある低温関係の巨億 会合 として次の ものが予

定されてお ります｡

(lJ ConferenceonTrans‡)orも in-solid_S､

時 期 19 70年 8月 2 6日- 29日

場 所 Syd_ney (Australia)

準 備 委畠会 委員長 G.K.White(Australia,)

日本側委員 中 嶋 貞 雄

(2) 5thTokyoSummer =nstituteonTheoreticaland,

Experlmentalf)hysics

目 的 LT12に参加す る外国人約 10名を招待 し ,主に 日本人

を対象 とする夏の学校

時

場

主

期 1970年 8月 26日～ 9月 1日

所 仙台市作並 YMCA匡i際 セ ン ター

駆 physicsof負.uantumFrluid_S
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収 容 人 員

組織委員会

第12回国際低温物理学会読 (iT12)よりのお知 らせ

約 80名

委員長 久 保 亮 五

事務局 東北大理 ･物 大境研究室 (仙台市片平丁 )

13)･ CommisiorlIMeeting of =.I.fi.

目

時

場

主

的 庵低温における実験技術を主題 とす る国際会議

期 1970年 9月 11日 ,12日

所 東京 日生会館

趣 (al ′ト塾のヘ リウム温度冷凍機 (fie5-クライオスグッ

ト,温度制御その他)

(I)) 実験技術 (温度測定 ,温度尺度な ど)

(e) 材料 (超伝導材料 ,低温磯舘材料)

組織委員会 委員長

事務局 日本冷凍協会事務局

(東京都新宿区三 栄町三栄 ビル)

以上に関す る問合せはそれぞれの事務局あてに行なって下 さい｡

4 準 備 状 廃

置際低温痴埋会議の 日本開催 については既 に約 5年はか り前から低温研 究

者 を中心に準備が進められてお り,′-本年 5月に学術会議主催の件が決定に な

りま した｡ 7月 5日には第 1回組織委員会が開催 され ,会議開催の方針の-大

綱 fristnotieeの原案その他が決定を見ま したoこれに基いて 2000部

の f.fist noticeの包外 1500部 ,国内 40-0部 の発送は 9月下旬に完 了

しま したBこの間本年 8月に行なわれた低温関係の国際的会合で種 々の問題

が あることが判明 したので 9月 24日第 1回実行委員会を開催 し ,検討 を行

な って ソ連 よりの参加者の取扱い ,招待講演 ,･second_nOtice,タ イム ス

ケジュール ,予算案な ど重要事項 について方針乃 至具体案を得ま した ｡ ソ連

よ りは元方から軽 出された 1)ス Tの中から 24名の学者に招待状 を送 るこ と,

second_noticeは 11月/T旬発送の予定 とす ることなどが決ま りまし_た O-

予算に関 してはかな りの額は軍資補助が期待 されますが ､本年末まで決定 さ

れないので最終的な ものを搾 るに到 っていません｡何れにせ よ出来 るかぎ り

実質的な ,しか も学問的に有意義 な会議にす るよう努力をする心 猿 りです ｡-

(文責 菅 原 忠 )

-65-



編 集 後 記

4月に新 し く編集委員になってか ら ,そろそろ半年にな ります｡ その間 ,た

だ末席 を汚 してきただけで ,本誌編集にどれだけの寄与が出釆たか ,はなはだ

心細 いもので す ｡

､今回の編集会議は ,機動隊が導入され ,夜間立入禁止中 とい う慌 しい状況の

なかで行なわれ ま1したC ｢大学関越特集｣等 を企画 して ,自分 らな りに考えて

み よう ,と言 ってきた ものa),結局はこ うい う事鯵にな声 となすすべ を知らな

い とい うのが実情です.他方 ,そ うい う個 々の状況か ら一応離れた としても ,

研究論な り,科学論な りを論ず るだけの基盤 も能力 も持 ちあわせていないので

す｡

こ うい うことが もう少 し一般的にな りたっ とすれば ,これは ,特集に対す る

反応のなさの一つめ原因ではないか と思います｡

編集会議の席ではいっ も ｢物性研究｣の 目指す もU)は ,その対象は ,とい う

ことが話題にな ります o 現在 ,確固 たる解答が皆の共通の もの として存在 して

い る訳で もあ りません o 心細い奉か らも ;ささやあ鴻 意義を何 とか皆で確かめ

あって頑張 っていこうとい う方が近 いようです｡

これか らど うい う風に進んで い くか ,前途 多難 とい うところです ｡

(H. T.)

物 性 研 究

第 15巻 第 1号

1969年 10月 20日発行

発行人 松 田 博 嗣
京都市左京区間暗礁成

有 限 会 社 双 発
印刷所 昭 和 堂 印 刷 所

京都市上京区上長者町通室町西入

TEL (京都) 441- 1659
発行所 物性研究刊行会

京都市左京区岡崎 徳 成町 11
有限会社 双 葉 社 内
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S-ユPPlement OftheProgressofTheoreticalPhysics

No.43 rBetbe-Salpeもer方程式の概論｣特集号案内

AGeneralSurveyof抽eTheory

ofllheBeもhe-Salpet,erEquationL･--NoboruNakanishi

いわゆる素粒子が､何等かの意味で複合的な性格をもっているとと.は､今 日では広 く一

般的に認められている事実である.ところが特殊相対論の要求をみ元すようiこ複合粒子の

理論 を構成することは､それ程容易なことではな く､正統的な場 の理論の枠内で も今 日迄

に知 られている殆 ど唯一の例は､-Bet･he-Sa･lpeもer方程式があるのみ一であるo この方程

式 については発見されてから約 20年 ､我国で も活発に研究されて尊卑が､世界的 にみて

もいまだ適当な総合報告が出版されてTj'なho特に最近数年は長足の発展 をとげ た S一行

列理論の観点か らこの方程式が見直され､種々の興味ある結果が得 られているoまたこの

カ程式の理論的側面 として､正統的場 の理論の枠外に出るような問題00 不定計量 ､多重

礎の存在等- が発見されたことも興味のあることである｡ このたび発見者である中西棄

民に よD､系統的な総合報告が出版されたことはl単にこの方面の研究者のみな らず､広

(素粒子論 の研究者に とりても､将来への発展の宇掛 カを示唆する意味で､重妥 であると

思われる｡

販価 芸霊芝 f69.0.0 (悪霊蓋芸富等霊芝雷賢 でど注文 くだ帥 o送金は振替叉

8月 25日発行

SupplemenもNo.

氏 名

所 属 機 関 名

送 本 先

送 金 額

606京都市左京区北白川追分町
京都大学 蕩川記念館内

理 論 物 理 学 刊 行 会
電 話 (075)771-8jjl(内線 5j7])

坂 巻 貯 金 口極 京 都 3 9 77番
取引銀行 第一銀行首万遍支店 当庵預金

切一一････---1-･1------取一･･-･------･1--･･=-線

症 文 書

年 月 日

部

金 円



√3月未 までになるだけ(1年間分会費 を往け支 ムいてFさい｡

お新規購読の場合は下記の会費以外に入会金 として､

00円お支払い市 さい｡

会費
stvolume ~ 96.

2ndvolume 96

計 1-,920円

(1年分 まとめてお支払いが困難の向 き
つでも結構です｡)

支払いの際の,注意 :な

tま1volume-分ず

るべ くま辰替用紙 を青郷利用

金内容 を必ず明言己して丁下さいO

が購言売料 を送金される場合､必ず謹責

読者本丸の名前 を明記 して下 さい｡
支払遅滞の場合こ:当会の原則と

ol.

とに

は､正当な理 由な

以二ヒの話代 を滞納 きれた場合には､送本 をイ事止する

なっていますグ)で御留意下 さいO

一括送本 を受 ける場合･:個火購言売中に大学等で一括酉己布 を受

ける様 になった場合は､必ず ｢個 人購読中止､一括配布希望｣

の通知 をLで下 さい｡逆の場合 も同様です｡

送本先変更の場合 :住所､勤務先の変更等送本先が変 った場
合･は､毛必ず送本先変更届 を弓楚出 して下 きいO

可変､研究所等機関購読

･研究所等での購言売及び個人であっ巧も公費乱し

会員 とみなし､ノ代金は､ 1Vol.1,800円です

この場合､入会金｣ま不要 です二｡学校､研究所の会費の支払いは

後払 いでも結構ですo Lか し購書売申込みをされる時に支払いに

必要 な請求見積ー納品書各何通必要 なのかをお知 らせ下 さい｡

なお､当会の請求菩類 では支払いがで きない様 でしたら､貴校

貴研究機関の請求書類 を送付 して下 さい｡
送本中止

中止 は認

らいに申

倉の連絡 :発行途上にある volumeの購言売途中

ませんO購冨売中止 される場合にはJ, 1ケ月前 く

期 を明記 しで ｢斬 売中止届｣を送付 して下 さい｡
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